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目次へ目次へ

目次へ

現調playerはiPad用のアプリです。App Storeよりインストールし、ご利用ください。

App Storeより

アプリを検索

(検索例)
「現調Player」,「Panasonic」,「パナソニック」等

アプリをインストール

インストールが完了したら、ホーム画面に
アイコンが表示されます。

アプリのインストール
完了。

App Storeからのダウンロードには、
AppleID/パスワードが必要です。

App Storeにて、アプリを検索し、ダウンロードしてください。

VAソリューションカタログより
トップページ：「業務支援ツールをさがす」 → 「照明器具」を選択します。 ビル・施設用ツール：「現調player」を選ぶと、App Storeのアプリ紹介画面が表示され

アプリをインストールすることができます。

【App Store】

アプリ無料
iPad専用

準備 『現調player』アプリのインストール
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目次へ目次へ

目次へ

Ⅰ. アプリ概要

『現調player』とは

『現調player』で できること

ホーム画面の説明
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

帰社後、

・写真をPCへ取込む

・写真の整理

・器具情報の整理

まとめるのが大変・・・。

このアプリは、照明器具のリニューアル工事における現場調査で、作業効率を上げることを目的としています。

iPadで撮影、もしくはメール等からiPadに取り込んだ図面に対して、既設の照明器具の配置・品番・品名や

現場写真を入力していくことで、現場調査・記録作業をワンストップで行うことができます。

『現調player』による期待効果

準備

10分

現場調査

60分

内容整理

30分

帰社<移動>

30分

依頼書作成

30分現調playerを
利用しない場合

Before

時間短縮現調playerを
利用する場合

After 準備

5分

現場調査

50分

依頼書作成

10分

（現場調査に係る作業時間の一例）

今までは持ち物が多かった・・・。

図面集 色鉛筆 デジカメ カタログ集

『現調player』とは

既設器具の記録
写真の撮影まで
タブレット1台で！

・拾い出した器具と現場写真が
紐付いて整理されている。

・必要な情報が揃っているため
提案書の作成依頼が出先から
すぐにできる。

トータル時間の短縮による
業務効率化!
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

部屋の情報も写真で撮影
図面と紐付け！

『現調player』で できること

現場調査に必要な機能を１つのアプリに集約。
入力した現場調査の情報をスピーディーにまとめます!

入力した情報から帳票を作成！器具の仕様

器具の位置

写真

図面上にプロット！

器具情報と写真を紐付け!入力
帳票
作成
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

エキスパートモード

既設器具情報を図面上にプロット 帳票出力
・既設器具をプロットした図面
・器具一覧
・器具写真/部屋写真
・提案書作成依頼書

クイックモード

既設器具情報をスピーディーに入力(図面なし) 帳票出力
・器具一覧
・器具写真/部屋写真
・提案書作成依頼書

『現調player』で できること

『現調player』の入力方法には、エキスパートモードと、クイックモードがあります。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

『現調player』を起動すると、ホーム画面が表示されます。

クイックモードで新規に現調情報の
入力を行います。
図面へのプロットが不要な場合

エキスパートモードで新規に
現調情報の入力を行います。
図面へのプロットが必要な場合

保存しているデータの参照・編集
行います。

器具情報入力時に使用する
「お気に入り」の削除を行います。

器具情報入力時に使用する
オプションの追加と利用設定を
行います。

操作マニュアル掲載サイトが開き
ます。

補助金情報のサイトが開きます。

ホーム画面の説明

保存している現調データの
バックアップ/復元を行います。
iPadの機種変更時、新しいiPadに
データを移行できます。
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目次へ目次へ

目次へ

Ⅱ.エキスパートモードでの現調
～既設器具を図面にプロットする

1. 入力開始

2. 件名登録

3. フロア・部屋の設定

4. 図面取込

5. スケール設定

6. 部屋定義

7. 器具情報の入力

8. 器具写真

9. 器具配置

10. 器具写真の追加（器具配置後）

11. 部屋写真

12. 別の部屋の現調入力（同フロア）

13. 器具の複写

14. フロアの複写

15. 器具入力の続きを行う

16. プロット図面の確認
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

ホーム画面にて、[Expert現調をスタート]をタップします。 エキスパートモードのフロア/部屋一覧画面が開きます。

入力欄タップし、「件名」「担当」を入力します。

件名欄には、初期値で「デフォルト件名(日付入)」がセットされています。

1. 入力開始

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

2. 件名登録

入力中は、こまめに
[一時保存]をタップし
データを保存してくだ
さい。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

3. フロア・部屋の設定 現調情報は部屋毎に入力を行います。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

部屋の追加 フロアの追加

追加したいフロア行の[部屋追加]をタップします。 [フロア追加]をタップすると、フロアと一部屋が追加
されます。

フロア名・部屋名

初期値名称がセットされていますが、変更が可能
です。

部屋・フロアの削除

削除アイコンをタップします。

フロアを削除
※フロア内の部屋も削除されます。

部屋を削除

（入力例）
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

用途一覧
下記の用途を選択できます。

部屋毎に設定します。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

部屋の用途

[用途]をタップし、候補より選択します。

画面上部で設定した「天井高さ」は、
各部屋の「天井高さ」に反映されます。

反映

天井の高さ

「天井高さ」を入力します。（半角）

部屋毎にも入力できます。

天井高さを入力し
[return]をタップ
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅡ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

フロア行のボタン
・・・フロアの表示順を変更

部屋行のボタン
・・・同フロア内で部屋の表示順を変更

ボタンをタップすると、最上行、最下行へスクロールします。

一番下の
フロア行を

表示
一番上の
フロア行を

表示

スクロール表示

フロア・部屋 並べ変え

フロア行の表示はフリックで上下にスクロールができます。

並べ変えボタンで表示順を変更できます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅡ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

すべてのフロアの部屋表示を一度に切り替えることができます。

すべて部屋を
表示

開く・・・そのフロアの部屋行を表示させます。

閉じる・・・そのフロアの部屋行を非表示にします。

部屋行の表示/非表示

すべての部屋を
非表示

フロア毎にボタンで切り替えができます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅡ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

画面遷移/保存ボタンについて

各ボタンの機能

前の画面に戻る

データを保存し、次の画面に進む

操作ボタンが配置されています。

ホーム画面へ戻る フロア/部屋一覧へ戻る 件名(保存データ)一覧へ戻る

入力データの一時保存

帳票作成画面へ進む

一時保存はこまめに行ってください。

一時保存をせずに戻る操作の各ボタンを
タップすると、確認メッセージが表示されます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

4. 図面取込

4-① [図面取込・器具配置]をタップします。 4-② 図面の取込み方法を選択し、図面を取り込みます。

[カメラ撮影] ・・・カメラ機能に切り替え、図面の撮影をします。

[カメラロールから取込] ・・・事前に撮影した図面(写真)を使用します。

[方眼紙から作成] ・・・図面がない場合に使用。
画面上でサイズ設定したもの(方眼)を簡易の図面
として使用します。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

図面はフロアに1つ設定。同フロアで共用します。

一旦セットした図面は差し替えられません。
差し替えたい場合は、フロア削除を行い、
新たに、図面を設定してください。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

2.[写真を使用]をタップします。

「カメラ撮影」を選択した場合

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

1. iPadのカメラ機能が起動します。
カメラのシャッターボタンをタップします。

2. カメラロール画面より画像を選択します。
画像がセットされたら[進む] (画面右下)を
タップします。

「カメラロールから取込」を選択した場合

1. [データ取込]をタップします。

「方眼紙から作成」を選択した場合

間口・奥行を入力し、[進む] (画面右下)をタップ
します。

図面取込方法
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

4-③ 取り込んだ図面の、傾き・大きさを調整し
[進む]をタップします。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

図面拡大

（操作：ピンチアウト）

図面傾き調整

（操作）
 ①スライダー

 ②
 0.1度ずつ角度調整

 ③
 ±90度回転

必要な部分だけを図面データとして
使用することができます。

ここだけ
使用

図面取込のやり直し

[進む]をタップする前であれば、
[前画面]ボタンで図面を取込
し直すことができます。

[進む]で次の画面に進んだ後にやり直したい場合は、[フロア/部屋一覧]画面で

新なフロアを追加して再度図面取込を行います。不要なフロアは削除します。

削除
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

スケール設定を省略した場合

次回の編集時(器具配置を行う際)に、スケール設定ができます。

フロア/器具一覧画面にて［図面取込・器具配置］をタップした後、スケール設定画面が開きます。

5. スケール設定 6. 部屋定義

図面上の2点をタップし、スケール設定欄に実寸を入力します。

入力ができたら、[進む]をタップします。

図面をピンチアウトでズームすると、指定がしやすくなります。

図面上の部屋(提案部分)の領域を指定します。

入力ができたら、[進む]をタップします。

スケール設定画面に遷移

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

カメラ撮影・カメラロールから取込の場合に設定。

指定した点が線で結ばれます。 点を長押して移動させると
位置の修正ができます。

図面 定義済み

図面 未定義

部屋の定義を行うと、
[図面取込・器具配置]
ボタンのマークが青色
表示に変わります。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

7. 器具情報の入力

7-① [器具追加]をタップします。 7-② 既設器具の情報を入力します。

※器具情報の入力方法は次頁以降をご参照ください。

現調で拾い出した既設器具の情報を入力します。 ※未入力項目があっても器具登録が可能です。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

器具情報入力方法

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

※未入力項目があっても器具登録が可能です。

手入力
の場合

※手入力欄の色：黄色

4.サイズ

一覧より選択または、手入力します。

明るさ・灯数、サイズに
手入力した数値は登録され
次回入力時以降、一覧から
の選択が可能になります。
(件名内で有効)

【入力補助機能①】

手入力によって登録される
候補には、スクエアやΦの
表記を表示させることが可
能です。

【入力補助機能②】

※器具形状の
 初期表示は
 ベースライト

2.形状

選択した器具種類の形状が一覧で表示されます。該当の形状を選択します。

1.器具種類

をタップ、またはフリックして種類を選択します。

をタップすると
器具種類選択肢の
全てを表示します。

フリック

1.
ランプ

2.
灯数

決定

3.明るさ・灯数

2ステップで選択ができます。ランプと灯数を一覧より選択します。手入力も可能です。

選択

➢ 縦 × 横 に同じサイズを入力

登録されるとスクエア表示に

➢ 一方だけ入力

登録されるとΦ表示に

1.器具種類 ～ 6.オプション は自動的に画面が進み
順次入力を進めることができます。
入力欄をタップすれば自由な順での入力もできます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

器具情報入力方法

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

※未入力項目があっても器具登録が可能です。

5.光色 6.オプション

入力頻度の多いもの等を、事前にオプション項目として
登録し、下記画面で選択することができます。

※下図オプションは初期値として、既に登録されています。

7.記号

記号は器具追加の際に順次自動セットされます。（A～ZZ）
選択、または手入力も可能です。

アイコをタップし、器具の向きを回転できます。
図面へのプロット画面でも回転は可能です。

8.シンボル

図面へのプロットする際のシンボルの色を選択します。

9.手入力項目

入力欄をタップし、該当するものを選択します。

※手入力欄の色：黄色

1.器具種類 ～ 6.オプション は自動的に画面が進み
順次入力を進めることができます。
入力欄をタップすれば自由な順での入力もできます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

器具履歴一覧からの入力 過去に入力した器具情報の一覧より選択できます。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

1.器具追加画面で、［器具履歴一覧］をタップします。
該当の仕様を選択します。

2.シンボルの色、写真の取り込み等、必要に応じて入力します。
入力ができたら、[確定]をタップします。

履歴一覧の表示を切り替えが

できます。

光色・オプションの

変更ができます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

器具情報のお気に入り機能 器具情報をお気に入り登録し、入力の手間を省くことができます。

お気に入りに登録される項目

器具種類/形状、明るさ、サイズ、光色、オプション、誘導灯パネル/表示面

登 録 利 用

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

器具情報を入力し、[お気に入り登録]をタップします。 器具情報入力の際、[お気に入り一覧]を開き、目的のものを選択します。
その他必要項目を入力し、[確定]をタップします。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

8-① 器具の写真を添付します。
アイコンをタップします。

8-② 取り込み方法選択し、写真を取り込みます。

以下の写真取込方法があります。

[カメラ撮影]・・・カメラ機能に切り替え、写真を撮影をします。

[データ取込]・・・事前に撮影した写真を利用します。

[部屋写真取込]・・・部屋写真で取り込んだ画像を利用します。

8. 器具写真

※各取り込み方法については次頁以降をご参照ください。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

8-③ 取り込まれた写真が一覧に表示されます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

2.[写真を使用]をタップします。

「カメラ撮影」を選択した場合

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

1. iPadのカメラ機能が起動します。
カメラのシャッターボタンをタップします。

「カメラロールから取込」を選択した場合

カメラロールの画面より、目的の画像を選択します。

「部屋写真取込」を選択した場合

1.件名内の部屋写真が表示されます。
画像を選択します。

器具写真取込方法

※部屋写真についてはP.35をご参照ください。

2.[取込画像を確定] をタップします。（画面右下）



27

© Panasonic Electric Works Co., Ltd.

目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅡ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

選択
選択
解除

赤枠の写真が、出力帳票PDFに添付される写真です。
PDF帳票内に器具に紐付けて表示される写真は最大3枚ですが、
全ての写真は他とのアプリ連携によりzipファイルで取り出すことができます。

写真をタップすると、選択状態が変わります。

写真の選択

写真を選択状態にし、[削除]をタップし、
確認メッセージ:[OK]をタップします

写真を削除する場合

選択状態の写真(赤枠)が削除されます。
必要な写真を削除しないようご注意ください。

不要な写真の削除が終わったら、PDF帳票へ
の添付写真を再度選択してください。

PDF帳票に添付

zipファイルで
全ての写真を

取り出しできます。

※帳票出力の詳細は、P.78～をご参照ください。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

2. メモを記入し、[メモ保存]をタップします。1. [メモ入力]をタップします。

下記のメモツールがあります。

手書き

消しゴム

テキスト入力

記号入力

※メモツールについては次頁をご参照ください。

写真が複数ある
場合は、写真を
選択してから
メモを入力します。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

選択

写真へのメモ入力 写真にメモを書き込むことができます。

3. [メモ終了]をタップします。 （画面右下）
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅡ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

写真メモツール

下記ツールで、写真にメモ書きすることができます。

フリーハンドで書き込めます。

フリーハンドで書いたメモを消すことができます。

テキスト入力

記号を入力できます。入力する記号の種類を選択できます。

テキスト入力方法

記号・サイズ・色の指定方法

ツールを選択後、サイズや色を選択します。

※記号入力の場合

テキスト入力ツールを選択後、写真上をタップすると、入力エリアが表示されます。

入力のエリア内をタップすると、キーボードが表示され、入力ができます。

テキスト入力ツールを選択後、文字上をタップすると、再度
入力状態になります。

入力文字をすべて消すことで、テキストを消すことができます。

テキスト/記号の編集方法

テキスト/記号の移動

入力エリアのグレーの部分を長押ししてドラッグすることで、
表示位置を移動させることができます。

吹き出し内をスクロールすると
大きいサイズが選べます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

8-⑥ 器具追加画面に戻ります。
器具情報が入力できたら、[確定]をタップします。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

8-④ 添付したい画像が選択されていることを確認
します。

写真を長押しすると、
拡大した画像を確認
することができます。

8-⑤ [添付写真を確定]をタップします。
（画面右下）

の操作を

繰り返し行うことで、複数の器具情報の入力ができます。

8.器具写真

8. 器具写真

7.器具情報の入力

7.器具情報の入力
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

9. 器具配置

9-① 図面上をタップし、器具を配置します。

図面をピンチアウトでズームすると、指定しやすくなり
ます。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

既設器具の設置位置にシンボルを配置します。

9-② [一時保存]または[進む]をタップし、
これまでの入力内容を保存します。

[一時保存]・・・一旦保存し、引き続き同じ部屋の
現調情報入力ができます。

[進む]・・・入力内容を保存し、フロア/部屋一覧
画面に戻ります。

9-③ フロア/部屋一覧画面に戻ります。

※シンボルの配置方法は次頁以降をご参照ください。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

格子配置 1. [格子配置]ボタンを選択後、
縦/横の器具台数を入力します。

シンボルの配置操作

格子配置を指定した場所が
部屋のエリアからはみ出す場合
は、器具は配置されません。

2. 図面上に、範囲を対角で指定し、
 一度に配置します。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

メニューボタンを選択し、
シンボルの配置操作を
行います。

配置操作をする前に、対象の器具を選択します。

現調する部屋の写真を
撮影します。

図面上の記号表示の
ON/OFFを設定します。

シンボル配置の位置補正の
ON/OFFを設定します。
グリッド線に合わせて配置→ON 1.入力

2.対角に
 指定

配置 １点ずつシンボルを配置します。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅡ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

移動

回転 [回転]ボタンを選択後、シンボルをタップします。

[移動]ボタンを選択後、シンボルをドラッグして、
移動させます。

変更

削除

タップすると、45度傾きます。

[削除]ボタンを選択後、シンボルをタップします。

3. 変更する対象を選択します。 4. 新たな記号に変更されます。
※下図は変更対象：該当器具のみ場合。

2. 器具情報を変更し、[確定]をタップします。1. [変更]ボタンを選択後、
シンボルをタップします。

シンボルの配置操作
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

10-① 器具配置画面にて[器具写真]をタップし、器具を選択
します。

10-② 写真を取り込み、[添付写真を確定]をタップします。

10.器具写真の追加（器具配置後）

※写真の取り込み方法/写真へのメモ入力についてはP.25～30をご参照ください。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

1.タップ
追加

2.器具を
選択
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

現調した部屋の写真を撮影し、部屋写真として添付できます。
撮影した場所のプロット(ピン配置機能)、またメモ入力を利用し
撮影方向を図面に入力できます。

11. 部屋写真

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

11-① 器具配置画面にて[部屋写真]をタップします。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

11-② 取り込み方法を選択し写真を取り込みます。

以下の写真取込方法があります。

 [カメラ撮影]・・・カメラ機能に切り替え、
 写真を撮影をします。

 [データ取込]・・・事前に撮影した写真を利用します。

※写真の取り込み方法/写真へのメモ入力については
 P.25～30をご参照ください。

11-③ 添付したい画像を選択して、
[添付写真を確定]をタップします。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

11-④ 器具配置の画面に戻ります。

写真を長押しすると、
拡大した画像を確認
することができます。

写真をタップすると、選択状態が変わります。

選択
選択
解除

赤枠の写真が、出力帳票PDFに添付される写真です。
PDF帳票内に器具に紐付けて表示される写真は最大20枚
ですが、全ての写真は他とのアプリ連携によりzipファイルで取り
出すことができます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

11-⑤ 器具配置画面の[メモ入力]タブをタップ
します。

11-⑥ [ピン配置]アイコンをタップ後、写真欄を
タップします。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

11-⑦ 写真を選択します。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

11-⑧ 図面上をタップして、ピンを配置します。

選択した写真が
セットされる

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

11-⑨ [一時保存]または[進む]をタップし、これまでの
入力内容を保存します。

11-⑩ フロア/部屋一覧画面に戻ります。

[解除]をタップ
します。

ボタンが青色に
変わります。

解除したいピンを
タップします。

配置したピンの削除方法 [一時保存]・・・一旦保存し、引き続き同じ部屋の現調情報入力ができます。
[進む]・・・フロア/部屋一覧画面に戻ります。

図面上への書き込みが
できます。

※メモツールの使い方に
ついてはP.29をご参照ください。

例）
・写真撮影した向きを表す矢印
・控えておきたい情報
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

12-② 部屋のエリアを指定します。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

12-① 入力したい部屋の[図面取込・器具配置]をタップします。

以降、    

の手順と同様に入力。

8.器具写真

8. 器具写真

7.器具情報の入力

7.器具情報の入力

図面はフロアに1つ設定。同フロアで共用します。
9.器具配置

9. 器具配置

12.別の部屋の現調入力（同フロア）
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

13. 器具の複写 他のフロアで入力済みの器具情報を複写し、配置することができます。

例：1階でプロットした「Ａ」と同じ仕様の器具が、2階でも設置されていた場合。
1階の器具情報を複写すると、2階の器具入力を素早く済ませることができます。

1階と同じ器具を
2階へも配置

※同フロア内の場合は、別の部屋にも同じ器具を配置することができるので、複写する必要はありません。

1階 2階

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

13-① 器具配置の画面(配置させたい部屋)にて
[器具複写]をタップします。

13-② コピー元フロアとコピーしたい器具を選択し、[確定]をタップします。

1

2

3他のフロア名が
表示されます。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

例:1階の「Ａ：富士型」の器具を選択し複写
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

13-③ 器具配置の画面に戻ります。
選択した器具が追加されたことを確認します。

13-④ 複写した器具を配置します。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

タップすると、配置できる器具を
確認できます。
複数複写した場合等は、こちらで
目的の器具を選択してから配置
します。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

14. フロアの複写 入力済みの器具情報をフロアごと複写します。

例：2階の入力情報をまるごと3階の情報として複写します。

まるごと
コピー

※写真情報をコピーする/しないは、複写時に選択できます。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

2階 3階
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

14-① フロア/部屋一覧画面にて、複写したいフロアの
複写のアイコンをタップします。

14-② コピー元に登録されている写真の
コピーする/しないを指定します。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

14-③ フロアの情報が複写されます。
必要に応じて、フロア名・部屋名を変更します。

つ
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

1.[フロア器具明細確認]をタップし、登録します。

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

器具
写真

部屋
写真

詳細はP.48～「フロア器具明細の確認と編集」をご参照ください。

コピーしたフロアへの写真を登録

2.写真アイコンをタップし、写真を追加します。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

15-① フロア/部屋一覧画面にて入力したい部屋の
[図面取込・器具配置]をタップします。

15-② 部屋定義画面が表示されます。
[進む]をタップします。

15. 器具入力の続きを行う

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

15-③ 器具配置画面が開き、入力ができます。

部屋の領域を変更できます。 配置済み器具の位置が領域外に
なった場合、[進む]をタップした際に、
確認メッセージが表示されます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

16-① フロア/部屋一覧画面にて、確認したいフロアの
[フロア図面確認]をタップします。

[前画面]をタップすると
フロア/部屋一覧画面
に戻ります。

16-② プロットした図面が表示されます。(フロア単位)
プロットした器具や写真ピンをタップすると、詳細の確認・編集ができます。

16. プロット図面の確認

Ⅱ.エキスパートモードでの現調 ～既設器具を図面にプロットする

器具の確認・編集

※器具の編集方法については
P.21～30をご参照ください。

図面にピン配置した写真の確認

編集
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目次へ目次へ

目次へ

Ⅲ.入力した器具情報の確認と修正
(エキスパートモード)

1. 器具明細の確認

2. 写真の追加（器具明細編集にて）

3. 器具情報の変更/削除
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

1-① フロア/部屋一覧画面にて、[フロア器具明細確認]をタップします。 1-② プロットされている器具の一覧が表示されます。

1. 器具明細の確認

Ⅲ.入力した器具情報の確認と修正 (エキスパートモード)
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

器具
写真

部屋
写真

2-① 写真を追加したい明細の「写真」アイコンをタップします。 2-② 写真を取り込み、[添付写真を確定]をタップします。

2. 写真の追加（器具明細編集にて）

※写真の取り込み方法/写真へのメモ入力についてはP.25～30をご参照ください。

Ⅲ.入力した器具情報の確認と修正 (エキスパートモード)

写真
取込

※上記画面の表示方法は、P.49をご参照ください。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

3-①器具の一覧画面にて、[器具編集]をタップします。

3. 器具情報の変更/削除

Ⅲ.入力した器具情報の確認と修正 (エキスパートモード)

3-② 器具を選択し、[編集]をタップします。

※上記画面の表示方法は、P.49をご参照ください。

明細の内容変更を変更する場合
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

3-③器具情報を編集後、[確定]をタップします。

器具写真の追加も可能です。

例：明るさを変更
FLR40W×2 → FHF32W×2 に変更

編集内容は同じ器具記号に対して反映されます。

例：記号Cは、「事務所」と「研究室」に配置されており、
編集により、両方の器具情報が変更されます。

但し、写真情報は別です。

Ⅲ.入力した器具情報の確認と修正 (エキスパートモード)

明細の内容変更を変更する場合
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

明細を削除する場合

※明細を削除すると、図面からも削除されますのでご注意ください。

Ⅲ.入力した器具情報の確認と修正 (エキスパートモード)

3-④ 器具を選択し、[削除]をタップします。

メッセージを確認
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

3-⑤ [編集終了]をタップします。 3-⑥ [一時保存]をタップします。

Ⅲ.入力した器具情報の確認と修正 (エキスパートモード)

※保存されるとメッセージが表示されます。

編集・削除した内容を保存する
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目次へ目次へ

目次へ

Ⅳ.クイックモードでの現調
 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

1. 入力開始

2. 件名登録

3. 器具情報入力

4. 器具写真

5. 表示の変更

6. 器具情報変更

7. 器具明細の複写

8. 明細の削除

9. エキスパートモードへのデータ連携
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

1. 入力開始

Ⅳ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

ホーム画面にて、[Quick現調をスタート]をタップします。

件名欄には、初期値で「デフォルト件名(日付入)」がセットされています。

2. 件名登録

クイックモードの器具一覧画面が開きます。

入力欄タップし、「件名」「担当」を入力します。

入力中は、こまめに
[一時保存]をタップし
データを保存してくだ
さい。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅣ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

3. 器具情報入力

3-① 入力領域に器具情報を入力します。 【画面説明】

明細表示領域
入力した既設器具の
一覧を表示

入力領域
器具情報を入力

入力データの一時保存

帳票作成画面へ進む

一時保存はこまめに行ってください。

一時保存をせずに戻る操作の各ボタン
をタップすると、確認メッセージが表示さ
れます。

画面遷移/保存ボタンについて

ホーム画面へ戻る 件名一覧へ戻る
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅣ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

手入力によって登録された
候補は長押しすることで
削除できます。
但し、使用中のものは
削除できません。

器具情報入力方法 ※未入力項目があっても器具登録が可能です。

手入力
の場合

※手入力欄の色：黄色

4.サイズ

一覧より選択または、手入力します。

明るさ・灯数、サイズに
手入力した数値は登録され
次回入力時以降、一覧から
の選択が可能になります。
(件名内で有効)

【入力補助機能①】

手入力によって登録される
候補には、スクエアやΦの
表記を表示させることが可
能です。

【入力補助機能②】

※器具形状の
 初期表示は
 ベースライト

2.形状

選択した器具種類の形状が一覧で表示されます。該当の形状を選択します。

1.器具種類

をタップ、またはフリックして種類を選択します。

をタップすると
器具種類選択肢の
全てを表示します。

フリック

1.
ランプ

2.
灯数

決定

3.明るさ・灯数

2ステップで選択ができます。ランプと灯数を一覧より選択します。手入力も可能です。

選択

➢ 縦 × 横 に同じサイズを入力

登録されるとスクエア表示に

➢ 一方だけ入力

登録されるとΦ表示に

1.器具種類 ～ 6.オプション は自動的に画面が進み
順次入力を進めることができます。
入力欄をタップすれば自由な順での入力もできます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

器具情報入力方法

入力頻度の多いものを、事前にオプション項目として登録し、
下記画面で選択することができます。
※下図オプション項目は初期値としてすでに登録されています。

記号は器具追加の際に
順次自動セットされますが、
選択することもできます。

Ⅳ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

※未入力項目があっても器具登録が可能です。

5.光色 6.オプション

11.記号

記号は器具追加の際に順次自動セットされます。（A～ZZ）
選択、または手入力も可能です。

10.手入力項目

明細確定後、明細表示領域内で入力できます。

※手入力欄の色：黄色

「品番」「器具深さ」「備考」を入力できます。

1.器具種類 ～ 6.オプション は自動的に画面が進み
順次入力を進めることができます。
入力欄をタップすれば自由な順での入力もできます。

「台数」は手入力または、
プラス・マイナスボタンで
入力が可能です。
プラス・マイナスボタンの
タップ時、入力音が出ます。

プラス ：高音
マイナス ：低音

「フロア名」は候補から
選択、または、手入力
が可能です。

「用途」は候補から選択可能です。
「部屋名」は、手入力します。

※LED置き換え連携を行う場合は、
用途の入力が必須です。

7.フロア名 8.部屋名/用途 9.台数
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

3-② 器具情報の入力ができたら、[確定]をタップします。 3-③ 入力した器具情報が、明細表示領域に表示されます。
入力領域は、次の明細の入力状態になります。

「品番」「器具深さ」「備考」を入力できます。

入力した「フロア名」「部屋名」の情報は残り、次の明細行入力に引き継がれます。

Ⅳ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅣ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

器具履歴一覧からの入力 過去に入力した器具情報の一覧より選択できます。

1.器具追加画面で、［器具履歴一覧］をタップします。
該当の仕様を選択します。

2.必要に応じて他の項目の入力ができたら、[確定]をタップします。

履歴一覧の表示を切り替えができます。

光色・オプションの

変更ができます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

器具情報のお気に入り機能 器具情報をお気に入り登録し、入力の手間を省くことができます。

お気に入りに登録される項目

器具種類/形状、明るさ、サイズ、光色、オプション、誘導灯パネル/表示面

Ⅳ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

登 録 利 用

器具情報を入力し、[お気に入り登録]をタップします。 器具情報入力の際、[お気に入り一覧]を開き、目的のものを選択します。
その他必要項目を入力し、[確定]をタップします。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

4. 器具写真

Ⅳ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

4-① 器具明細表示のアイコンをタップします。

新規入力時、
明細入力領域のボタンからも
写真の追加が可能です。

写真の追加

シャッターボタンを押した後、
画面右下の[写真を使用]を
タップします。

4-② カメラが起動します。
写真を撮影します。

カメラ撮影をキャンセルし、[データ取込]から撮影した写真を選択します。

撮影済みの写真を取込む場合

※写真の取り込み方法/写真へのメモ入力についてはP.25～30をご参照ください。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

4-③ 添付したい画像を選択して、[添付写真を確定]をタップします。 4-④ 写真が追加されます。

写真を長押しすると、
拡大した画像を確認
することができます。

Ⅳ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

写真をタップすると、選択状態が変わります。

選択
選択
解除

赤枠の写真が、PDF帳票に添付される写真です。
PDF帳票内に器具に紐付けて表示される写真は最大3枚ですが、
全ての写真は帳票作成の際に生成されるZIPファイルに格納され
他のアプリと連携させて取り出すことができます。

写真を長押しすると、
拡大した画像を確認
することができます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

全画面表示

5. 表示の変更

各欄をタップすると、昇順ソート/降順並べ替えの切り替えができます。

昇順 降順 元に戻る

Ⅳ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

明細の全画面表示ができます。

全画面表示を
解除

並べ替え

フロア名・記号・器具種類/形状の項目をキーにして明細行を並べ替えできます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

6-① 変更したい明細をタップします。
入力領域に、選択した明細の情報が表示されます。

6. 器具情報変更

6-② 内容を変更し、[確定]をタップします。

Ⅳ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

例：サイズを変更
220×1257 → 300 ×1257に変更
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

1明細を複写する場合

2.複写したデータをもとに、変更ができます。
明細内容を変更したら、[確定]をタップします。

7. 器具明細の複写

1.複写アイコンをタップすると、同じフロア・同じ記号で器具明細が
追加されます。

Ⅳ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

例：フロア名(1F→2F)と、部屋名を変更。

タップ
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

複数明細を一度に複写する場合

2.コピー元フロア、明細選択、コピー先フロアを指定し、
[確定]をタップします。

1

2

3

Ⅳ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

1.複写アイコンを長押しします。

長押し

3.複写された明細が追加されます。

例:1階の明細を選択 → 3階に複写。

複写され
ました。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

タップ

8-① 削除アイコンをタップします。 8-② メッセージを確認し、[OK]をタップします。

8. 明細の削除

Ⅳ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

9-① クイックモードで作成したデータを開きます。
[Expert連携]をタップし、部屋を選択します。

9-② 図面取り込みが画面が開きます。
図面の設定を行います。

9 エキスパートモードへのデータ連携

Ⅳ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

図面取込 水平補正/スケール設定 部屋定義

図面の設定はエキスパートモードと同様に行います。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

9-④ クイックモード画面に戻ります。
プロットした器具には部屋名欄に色が付きます。

クイックモードで登録した器具を配置できます。

エキスパート連携で使用可能な、シンボルの操作

配置・移動・回転・削除

※シンボルの色は変更できません。

色表示

図面へのプロットをし直したい場合
は、
[Expert連携]をタップし、部屋を
選択します。

※その他の器具情報入力は、
 クイックモード画面で行います。

Ⅳ.クイックモードでの現調 ～図面情報なしで器具情報のみを入力する

9-③ 器具を選択し、図面にプロットします。
入力が完了したら、[進む]をタップします。
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目次へ目次へ

目次へ

Ⅴ.保存したデータの編集を行う

1. 件名一覧

2. 件名の検索

3. 件名データのコピー/削除

4. データの整理
図面・写真をiPadに保存する/削除する
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

1-① ホーム画面にて、[現調の履歴を参照する]を
タップします。

1-② 保存した件名の一覧が表示されます。
件名をタップします。

1. 件名一覧

Ⅴ.保存したデータの編集を行う

クイックモードで入力したデータには、件名一覧で
「Ｑ」のマークが表示されます。

1-③ データが開きます。

※上記はエキスパートモードで作成したデータ。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

キーワードを入力し、［絞込み］をタップします。 キーワードを削除し、［絞込み］をタップします。

2. 件名の検索

絞込みの解除

Ⅴ.保存したデータの編集を行う

キーワード入力欄をタップし［×］をタップすると
素早く削除できます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

3-① 件名一覧画面にて、[コピー・削除]をタップ
します。

3-② 件名を選択し、[コピー]または[削除]をタップ
します。

3. 件名データのコピー/削除

※上記はコピーを行った場合。

Ⅴ.保存したデータの編集を行う

3-③ コピー、または削除が完了したら、[編集終了]
をタップします。件名一覧画面に戻ります。

コピー元件名に『‐コピー』の文字が追加されて
表示されます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

4-① 件名一覧画面にて、[データ整理]をタップします。

4. データ整理

4-② 件名を選択すると、その件名に登録されている写真が表示
されます。

※現調データに使用されている写真は
右記のように表示されます。

 写真を削除する際はご注意ください。

図面データとして
使用中。

器具写真/部屋写真
に使用中。

Ⅴ.保存したデータの編集を行う
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅤ.保存したデータの編集を行う

写真を削除

写真を選択し、[削除]をタップします。 写真を選択し、[カメラロールに保存]をタップします。

写真をiPad:カメラロールに保存

写真をタップすると、選択状態が変わります。赤枠の写真が、選択状態です。

選択
選択
解除

件名内の写真を一度に
選択/解除することが
できます。

カメラロールに保存した写真は「写真」アイコンから確認できます。
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目次へ目次へ

目次へ

Ⅵ.帳票作成

1. 帳票作成

2. 帳票の取り出し

3. 現調データの取り出し（件名情報）

＊ 帳票 PDFサンプル

＊ 出力データ ZIPファイルサンプル
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅥ.帳票作成

図面・器具一覧・写真データ等の
帳票一式を、PDF形式で出力します。

作成したPDFファイルをメールで
送信します。
(実行前に[帳票PDF出力]を
タップ。)

エキスパートモード

クイックモード

現調データをzip形式で他のアプリへ渡します。
(実行前に[帳票PDF出力]をタップ。)

件名に関する情報等
黄色の枠への入力が
可能です。

【機能説明】
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

1-① [帳票作成]をタップします。 1-② 帳票が作成され、器具一覧が表示されます。
必要に応じて、件名情報入力、出力設定を行います。

1. 帳票作成

Ⅵ.帳票作成

※上記はエキスパートモードの場合。

ページをめくって確認できます。

過去の入力内容を
呼び出すことができます。

件名情報の取込

帳票に表示される写真の
画質・サイズを選択できます。

写真の画質・サイズ

件名情報入力

件名に関する情報等、黄色の枠への入力が
可能です。

依頼書有りにすると、
[依頼書]タブが表示されます。
必要な情報を入力してください。

依頼書
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅥ.帳票作成

未入力のまま出力しようとすると、
未入力箇所にマークが表示されます。

ピンク色の項目は必須入力項目です。

1-③ 設定が完了したら、[帳票PDF出力]をタップします。

PDFが作成されると、
メッセージが表示されます。

1-④ [プレビュー]をタップすると、作成されたPDFを
確認することができます。

※プロット図面の出力はエキスパートモードのみ。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

[メール送信]をタップします。

メール画面が開きます。

帳票PDFのメール送信

PDFファイルが
自動でセットされます。

Ⅵ.帳票作成

２. 帳票の取り出し

[アプリ連携]をタップし、連携できるアプリを選択します。

アプリ連携

ZIPファイルが出力されます。

3. 現調データの取り出し（件名情報）

(PC画面)
保存したファイルを
右クリック
 ↓
ファイルを展開
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

下記帳票がPDFで生成されます。

帳票 PDFサンプル

プロット図面

部屋写真

器具写真

※プロット図面は
エキスパートモードのみ。

Ⅵ.帳票作成

※「写真大」で出力した場合
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅥ.帳票作成

器具一覧

帳票 PDFサンプル

下記帳票がPDFで生成されます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅥ.帳票作成

帳票 PDFサンプル

依頼書

下記帳票がPDFで生成されます。



86

© Panasonic Electric Works Co., Ltd.

目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅥ.帳票作成

下記ファイルがZIPファイル内に格納されています。

出力データ ZIPファイルサンプル

添付写真として部屋写真/器具写真に選択されて
いない写真もZIPファイル内に格納されています。

※前頁のPDFデータ。
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目次へ目次へ

目次へ

Ⅶ.お気に入りの整理／オプションの管理

1. 器具情報のお気に入り整理

2. 器具情報のオプション管理
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

「お気に入り」に登録している器具情報の削除・編集ができます。 ホーム画面にて、[お気に入りを整理する]をタップします。

1. 器具情報のお気に入り整理

Ⅶ.お気に入りの整理／オプションの管理
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

[削除]アイコンをタップし、確認画面で[OK]をタップ
します。

Ⅶ.お気に入りの整理／オプションの管理

お気に入り削除

[編集]アイコンをタップし、器具情報を編集後[確定]をタップします。

お気に入り編集
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

[器具追加]画面:「オプション」欄で選択できる情報は、

[オプション管理]画面で設定されています。

[器具追加]画面での表示/非表示、および自身がよく入力する
情報を選択できるよう、登録ができます。

ホーム画面にて、[オプションを整理する]をタップします。

2. 器具情報のオプション管理

Ⅶ.お気に入りの整理／オプションの管理
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

未使用の追加オプションは削除することができます。
※未使用オプションには削除アイコンが表示されています。

追加したオプションは名称の変更が可能ですが、
保存している他のデータに対してもすべて変更され
ますのでご注意ください。

初期設定として用意されているオプションはすべて
利用有無がONの状態です。

利用有無のスイッチをタップし、ON/OFFを切り替え
ます。

Ⅶ.お気に入りの整理／オプションの管理

名称を入力し、[オプション追加]をタップします。

オプションの追加

[器具追加]画面で選択できるようになります。

表示ON/OFFの切り替え オプションの削除
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目次へ目次へ

目次へ

Ⅷ.保存データのバックアップ/復元

1. データのバックアップ

2. データの復元

3. バックアップの中断と再開
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅧ.保存データのバックアップ/復元

データバックアップ/復元の際のご注意点

◆データサイズが大きい場合は、Wi-Fi環境のご利用をお勧め
します。

◆アップロードを開始すると、クラウド上にある前回のバックアップ
ファイルは削除されます。

◆データのバックアップ中、または復元中は、本アプリを終了させ
たり、バックグラウンドに切り替えたり(他のアプリに切り替える)
しないでください。

データのバックアップ／復元ができます。
iPadの機種変更時等、新しいiPadへのデータ移行にもご利用
いただけます。

（ご利用例） クラウド

アップ  
ロード

旧iPad 新iPad

バックアップ 復元

ダウン
ロード
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

下記ユーザIDでログインできます。

・住宅・建築設備Webビジネス会員
メールアドレス、または8桁の数字

・VAポータルID

1-① [バックアップを取る/復元する]をタップします。 1-② クラウドへログインします。

Ⅷ.保存データのバックアップ/復元

1. データのバックアップ
ご注意 データのバックアップ/復元中は、本アプリを終了させたり、バックグラウンド

に切り替えたり(他のアプリに切り替える)しないでください。

1-③ [クラウドへバックアップ]をタップします。

現時点でクラウドに保存されているデータの、
バックアップ日付・サイズが表示されています。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

1-④ メッセージを確認し、[OK]をタップします。

Ⅷ.保存データのバックアップ/復元

ご注意
[キャンセル]をタップして中断すると、バックアップ/復元機能以外は使用できなくなります。
中断後は、P.99～をご参照のうえ、バックアップ/復元を完了させてください。

ご注意 データのバックアップ/復元中は、本アプリを終了させたり、バックグラウンド
に切り替えたり(他のアプリに切り替える)しないでください。

1-⑤ バックアップが開始されます。 1-⑥ バックアップ完了メッセージ[OK]をタップします。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

下記ユーザIDでログインできます。

・ビジネス会員ID(VカタID)
メールアドレス、または8桁の数字

・VAポータルID

2-① [バックアップを取る/復元する]をタップします。 2-② クラウドへログインします。

Ⅷ.保存データのバックアップ/復元

ご注意 データのバックアップ/復元中は、本アプリを終了させたり、バックグラウンド
に切り替えたり(他のアプリに切り替える)しないでください。

2-③ [クラウドから復元]をタップします。

2. データの復元

新しいiPadに復元する場合や、
現調playerアプリを再起動した場合等は
クラウドへのログインが必要です。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

2-④ メッセージを確認し、[OK]をタップします。

Ⅷ.保存データのバックアップ/復元

ご注意
[キャンセル]をタップして中断すると、バックアップ/復元機能以外は使用できなくなります。
中断後は、P.99～をご参照のうえ、バックアップ/復元を完了させてください。

ご注意 データのバックアップ/復元中は、本アプリを終了させたり、バックグラウンド
に切り替えたり(他のアプリに切り替える)しないでください。

2-⑤ バックアップが開始されます。 2-⑥確認メッセージ[OK]をタップすると、復元が
開始されます。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

2-⑦ 復元完了メッセージ[OK]をタップします。

Ⅷ.保存データのバックアップ/復元

2-⑧ ホーム画面に戻ります。

現調の入力が可能な状態となります。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへⅧ.保存データのバックアップ/復元

3. バックアップの中断と再開

◆データのアップロード/ダウンロードの中断中は、現調の入力が
できません。

 中断すると、バックアップ/復元機能以外は使用できなくなります。
中断後は、下記どちらかの処理を選択し、バックアップ/復元機能
を完了させてください。

 ファイル削除してやり直し

 アップロード/ダウンロード途中のファイルを削除し、
改めてアップロード/ダウンロードを行うことができます。
改めてのアップロード/ダウンロードを開始しなければ、
現調の入力が可能な状態になります。

再 開

 アップロード/ダウンロードの続きを行います。

※操作方法は次頁以降をご参照ください。

バックアップ/復元を完了させる時間が十分にない等の場合に、
一旦開始したバックアップ/復元を中断することができます。

クラウド

バックアップ 復元

STOP
STOP

アップロード
ダウンロード
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

1. [キャンセル]をタップするとアップロードが中断
します。

Ⅷ.保存データのバックアップ/復元

アップロード中のキャンセル

2. 表示されたメッセージの[OK]をタップします。

ご注意 データのバックアップ/復元中は、本アプリを終了させたり、バックグラウンド
に切り替えたり(他のアプリに切り替える)しないでください。

3. メニュー画面に戻ります。
[バックアップを取る/復元する]をタップします。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

4. 再開の方法を選択します。

Ⅷ.保存データのバックアップ/復元

ご注意 データのバックアップ/復元中は、本アプリを終了させたり、バックグラウンド
に切り替えたり(他のアプリに切り替える)しないでください。

ファイル削除してやり直し
途中までアップロードしたファイルを削除し、
改めてアップロードを行うことができます。

キャンセル
再開の処理を取りやめます。
現調の入力はできないままの状態となります。

再 開
アップロードの続きを行います。

[ファイル削除してやり直し]を選択した場合

[クラウドへバックアップ]をタップすると、
改めてアップロードが開始されます。

[再開]を選択した場合

メッセージが表示され、OKをタップすると、
アップロードの続きを行います。

改めてのアップロードを開始しなければ、現調の入力が
可能です。

※以降の操作は、   をご参照ください。

1.データのバックアップ

1. データのバックアップ
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

1. [キャンセル]をタップするとダウンロードが中断
します。

Ⅷ.保存データのバックアップ/復元

ダウンロード中のキャンセル

2. 表示されたメッセージの[OK]をタップします。

ご注意 データのバックアップ/復元中は、本アプリを終了させたり、バックグラウンド
に切り替えたり(他のアプリに切り替える)しないでください。

3. メニュー画面に戻ります。
[バックアップを取る/復元する]をタップします。
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目次へ目次へ

目次へ

章の始めへ章の始めへ

章の始めへ

4. 再開の方法を選択します。

Ⅷ.保存データのバックアップ/復元

ご注意 データのバックアップ/復元中は、本アプリを終了させたり、バックグラウンド
に切り替えたり(他のアプリに切り替える)しないでください。

ファイル削除してやり直し
復元用のダウンロードファイルを削除します。
改めてダウンロードを行うことができます。

キャンセル
再開の処理を取りやめます。現調の入力はできない
ままの状態となります。

再 開
ダウンロードの続きを行います。

[ファイル削除してやり直し]を選択した場合

[クラウドから復元]をタップすると、改めてダウンロード
が開始されます。

[再開]を選択した場合

メッセージが表示され、OKをタップすると、
ダウンロードの続きを行います。

改めてのダウンロードを開始しなければ、現調の入力が
可能です。

※以降の操作は、 をご参照ください。

2.データの復元

2. データの復元
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